
大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

令和 2年度 家庭科 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新家庭総合 パートナーシップでつくる未来 （実教出版） 

副教材等  無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 国際化、情報化、科学技術の発展、環境問題、少子高齢社会の到来など、社会の状況が大きく変化する

中で、あなたはどのような人生観、生活観、価値観をもって生きていこうと考えていますか。 

 この科目では、生活に関する知識や技術を身につける一方で、それらのもつ意味や在り方を人の一生と

の関わりの中で考えていきます。また、生活者としての立場から実際の生活を見つめ、課題を発見し、改

善していけるような実践的な力を養うことを目的としています。知識や技術をしっかり身に着けるととも

に、自分の生活をより良いものにつくりかえていく楽しさを感じてください。そして、「自分らしいライフ

スタイル」を探求し、より主体的に人生を送っていけるよう、学習に取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生を生涯発達の視点で総合的にとらえ、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりにつ

いて理解させ、生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し、家庭生活の充実向上をはかる

力と実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

人の一生、家族・家

庭、子どもや高齢者

の生活、それらと社

会とのかかわりにつ

いて関心をもち、そ

の充実・向上をめざ

して意欲的にとりく

むとともに、実践的

な態度を身に付けて

いる。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉などにつ

いて生活の充実向上

を図るための課題を

見出し、その解決を

めざして思考を深

め、適切に判断し、

工夫し創造する能力

を身に付けている。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、消費生

活などに関する基礎

的・基本的な技術を

身に付けている。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、消費生

活などに関する基礎

的・基本的な知識を

身に付ける。 

評価 

方法 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

自
分
ら
し
い
生
き
方
と
家
族 

○家庭科

の学び方 

 

○自分を

見つめる 

○自立し

た生き方 

○共に生

きる家族 

○家族に

関する法

律 

○私たち

の生活を

支える労

働と生活

時間 

○ホーム

プロジェ

クト 

・学習の意義

や内容、学

習、評価方法 

・自己を知る 

・生涯発達の

視点 

・青年期をど

う生きるか 

・家族法の理

念と背景 

・多様化する

就業形態 

・将来の生活

を展望する 

・ホームプロ

ジェクトと

学校家庭ク

ラブ活動に

ついて説明 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

a:現在の自分のこと、将来の生活

設計を考えることについて、

意欲を持ってとりくもうとし

ている。 

b: 自分の近い将来についてのキ

ャリアや生活についての設計

を考え、ワークなどを用いて

それらを具体的に描いていく

ことができる。 

c: 自分自身について考えるワー

クシートや将来についてのレ

ポートなどを通して、自分や、

人の一生についての考えをま

とめることができる。 

d: 青年期の課題である自立や男

女の平等と相互の協力などに

ついて理解できる。 

 ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動について理解で

きる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・定期考査 
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子
ど
も
と
か
か
わ
る 

○子ども

を知る 

○発達の

すばらし

さ 

○子ども

の生活 

○親にな

ることを

考えよう 

○ホーム

プロジェ

クト 

・すこやかな

育ちのため

に 

・人の発達と

保育 

・子どもの成

長と生活 

・子どもを生

み育てると

いうこと 

・ホームプロ

ジェクト学

習を計画し、

夏季休業中

に実践する。 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:子どもの発達と保育について

興味・関心を持ち、実践的・

体験的な活動を通して意欲的

に学習に取り組もうとしてい

る。 

 ホームプロジェクトに興味・

関心を持ち、実践的・体験的

な活動を通して意欲的に計画

を立てている。 

b: 抱っこ人形を使った体験学習

などから、目的の設定、学習

中の判断や学習後の考察など

をまとめることができ、また、

体験学習の成果や反省などに

ついて、レポートを通して表

現することができる。 

c:子どもと適切に関わることが

できたり子どもの健やかな発

達を支える技術を身に付けて

いる。 

d: 生命の尊さ、子育ての意義に

ついて理解し、子どもの心身

の発達や子どもの生活につい

ての知識を身につけている。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 
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後 

期 

子
ど
も
と
か
か
わ
る 

○すこや

かに育つ

環境 

○ホーム

プロジェ

クトの提

出 

・子どもの権

利と福祉 

 

・ホームプロ

ジェクトの

提出内容を

もとに発表

の準備 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 子どもをとりまく状況につい

て、現状を知り、その課題を見

つけ、解決に向けて考えようと

している。 

b: 子どもの心身の発達、現在の

子どもを取り巻く状況や子育

ての環境について、課題を見つ

け、解決への考えをまとめるこ

とができる。 

 ホームプロジェクトの内容が

問題解決学習となっている。 

c: 子どもの生活やとりまく環

境、また、現在の子育ての環境

や地域社会や国の支援策や課

題などについて、情報を収集

し、まとめることができる。 

d: 子どもの発達段階において、

子どもをとりまく人とのかか

わり、地域環境・社会環境の重

要性、子どもの福祉について理

解できる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

高
齢
者
と
か
か
わ
る 

○高齢社

会に生き

る私たち

の暮らし 

○高齢者

を知る 

○高齢者

の自立の

ために私

たちがで

きること 

○ホーム

プロジェ

クトの発

表 

・高齢社会の

状況 

・高齢者の心

身の変化 

・高齢者の課

題 

・介護の心と

介護技術 

・高齢者の生

活を支える

介護 

・ホームプロ

ジェクトの

発表・相互評

価 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:高齢社会の現状、高齢者の心身

の特徴や生活について積極的

に知り、高齢者とかかわろうと

している。 

b: 高齢社会の現状や高齢者の生

活を知ることにより、高齢者の

自立した生活とは何か、自分の

考えをまとめることができる。 

 自分の生活を見直し、自分自

身の生活能力を高めることに

つながるよう実践したホーム

プロジェクトの発表内容にな

っている。 

c: 日常生活の基本的な介助の方

法や高齢者に対する接し方等

を、インスタントシニア体験実

習を通して身につけることが

できる。 

d: 高齢社会の現状や高齢者の心

身の特徴について理解してい

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 
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消
費
者
と
し
て
自
立
す
る 

○消費行

動と意思

決定 

○社会の

変化と消

費生活 

○ライフ

ステージ

と経済計

○持続可

能な社会

環境と生

活 

・適切な選択

をするため

に 

・適切な契約 

 

 

・人生設計と

経済計画 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:自分が一消費者であることを

自覚し、物・サービスの購入の

あり方や、消費行動、消費と環

境とのかかわりについて積極的

に理解しようとする。 

b: 消費行動における意思決定の

過程について、具体的な事例を

通して主体的に考え、判断する

ことができる。 

c: さまざまな情報を収集しなが

ら、自分の消費行動について検

証することができる。 

d: 消費行動における意思決定の

過程とその重要性について理解

でき、また契約についての知識

を身につけている。 

e.環境への付加を減らした環境

型社会、地球温暖化に対応した

炭素社会に向け、私たちの身近

な事例を学びながら、生活にお

いてどのような取り組みをすべ

きかを考え、判断し実行に移す

事が出来る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・プリント 

・定期考査 

※表中の観点について a：関心・意欲・態度      b：思考・判断・表現 

           c：技能            d：知識・理解 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において重点的に評価を行

う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いものから、◎、○、空欄として示している。 
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学校番号 Ｔ０２０６ 

令和 2年度 家庭科 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新家庭総合 パートナーシップでつくる未来 （実教出版） 

副教材等  無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 国際化、情報化、科学技術の発展、環境問題、少子高齢社会の到来など、社会の状況が大きく変化

する中で、あなたはどのような人生観、生活観、価値観をもって生きていこうと考えていますか。 

 この科目では、生活に関する知識や技術を身につける一方で、それらのもつ意味や在り方を人の一

生との関わりの中で考えていきます。また、生活者としての立場から実際の生活を見つめ、課題を発

見し、改善していけるような実践的な力を養うことを目的としています。知識や技術をしっかり身に

着けるとともに、自分の生活をより良いものにつくりかえていく楽しさを感じてください。そして、

「自分らしいライフスタイル」を探求し、より主体的に人生を送っていけるよう、学習に取り組んで

ください。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生を生涯発達の視点で総合的にとらえ、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりにつ

いて理解させ、生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し、家庭生活の充実向上をはかる

力と実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

人の一生、家族・家

庭、子どもや高齢者

の生活、それらと社

会とのかかわり、衣

食住について関心を

もち、その充実・向

上をめざして意欲的

にとりくむととも

に、実践的な態度を

身につけようとす

る。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、衣食住、

消費生活などについ

て生活の充実向上を

図るための課題を見

出し、その解決をめ

ざして思考を深め、

適切に判断し、工夫

し創造する能力を身

に付けている。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、衣食住、

消費生活などに関す

る基礎的・基本的な

技術を身に付けてい

る。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、衣食住、

消費生活などに関す

る基礎的・基本的な

知識を身に付ける。 

評価 

方法 

学習状況の観察 

ワークプリントの記

述 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

学習状況の観察 

ワークプリントの記

述 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

学習状況の観察 

ワークプリントの記

述 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

学習状況の観察 

ワークプリントの記

述 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、 
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ト、相互評価・自己

評価等 

 

 

ト、 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

ト、実技テストの結

果、定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

衣
生
活
を
つ
く
る 

○人と衣

服のかか

わり 

○衣服の

機能 

○衣服の

素材を見

てみよう 

○衣生活

の管理 

○すべて

の人が快

適な衣生

活を 

・衣服の起源

や歴史 

・自然環境や

社会環境と

のかかわり 

・衣服素材、

繊維の種類

と特徴、衣服

素材の性能 

・衣服の購

入・選択、洗

濯・保管、廃

棄 

・衣服と健康

障害 

・基礎的な縫

製技術 

○ 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 衣生活の文化や、自分の衣生

活をとりまく状況について関心

をもち、衣生活の改善・向上に

積極的にとりくもうとする。 

・被服実習において、製作活動

に意欲的にとりくんでいる。 

b: 衣服材料・衣服整理について

の基礎的な知識を身につけ、実

生活での衣服管理において、適

切な判断ができる。 

c: 被服実習を通して、材料の選

択、日常の管理の方法を習得す

るとともに、基礎的な手縫いな

どの縫製技術を身につけてい

る。 

d:被服の機能と着装、被服材料、

被服の構成、被服管理などにつ

いて科学的に理解し、健康で快

適な衣生活を主体的に営むため

に必要な知識を身に付けてい

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

食
生
活
を
つ
く
る 

○人と食

物のかか

わり 

○私たち

の食生活 

○栄養と

食品のか

かわり 

○食品の

計画と調

理 

・食生活の歴

史、食文化 

・食生活の問

題点 

・栄養素の種

類と働き 

・食事摂取基

準、食品群別

摂取量食事

計画（献立作

成）、調理の

基礎技術 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 食文化や自分自身の食生活に

ついて関心をもつとともに、自

分や家族の食生活について意欲

的に改善・向上に努めようとす

る。調理実習においては、積極

的に参加し、とりくもうとして

いる。 

b: 栄養の機能と食品のかかわ

り、また食品の特性と調理との

関係において, 

食品選択や献立作成など、実際

の食事づくりにむけての判断が

できる。調理実習において、作

業の流れを判断しながらとりく

むことができる。 

c: 調理実習を通して、日常の食

事づくりに必要な調理技術を身

につけ、献立作成から後かたづ

けまでの一連の流れを計画し実

践できる。 

d: 食事の意義や役割について、

食文化や食生活をとりまく環境

から理解できる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

後 

期 

食
生
活
を
つ
く
る 

○栄養と

食品のか

かわり 

○食品の

選び方と

安全 

○食事の

計画と調

理 

・栄養素の種

類と働き 

・食品衛生

（食品の選

択、食中毒、

食品添加物） 

・食品衛生

（食品の選

択、食中毒、

食品添加物） 

・食事摂取基

準、食品群別

摂取量食事

計画（献立作

成）、調理の

基礎技術 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 食品と栄養、調理との関係に

おいて、科学的な視点をもって、

知識を深めようとしている。 

・調理実習においては、積極的

に参加し、とりくもうとしてい

る。 

b: 栄養の機能と食品のかかわ

り、また食品の特性と調理との

関係において, 

食品選択や献立作成など、実際

の食事づくりにむけての判断が

できる。調理実習において、作

業の流れを判断しながらとりく

むことができる。 

c: 栄養・食品・調理に関する基

礎的な知識を生かしながら、家

族の献立を作成することができ

る。 

d: 栄養・食品に関する科学的な

知識や調理の技術を身につけ、

それを実際の食生活に生かすこ

とができる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 

住
生
活
を
つ
く
る 

○人と住

まいのか

かわり 

○住まい

と住まい

の文化 

○住まい

を計画す

る 

○健康的

な住まい

環境 

・住まいの機

能や、住まい

と気候風土

とのかかわ

り 

・日本の住ま

いの変遷、生

活様式 

・生活の機能

に応じた住

空間の構成 

・快適な室内

環境 

・家庭内事故

や災害 

・よりよい住

環境 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 住まいの文化や機能、住空間

の計画や住環境について関心を

もち、快適な住まいづくり、よ

りよい住生活の創造にむけて意

欲的にとりくもうとする。 

b: ライフステージと住空間の設

計の関係、住宅政策や住環境と

の関係について考えを深めるこ

とができる。 

c: 住まいの安全対策、住まいに

おける健康管理など、実生活に

役立てることができる。 

d: 安全で快適な住まいや、社会

環境・地域環境についての知識

を身につけ、現在の住生活の課

題についても認識できる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 

 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

※表中の観点について a：関心・意欲・態度      b：思考・判断・表現 

           c：技能            d：知識・理解 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いも

のから、◎、○、空欄として示している。 

 

 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

令和 2年度 家庭科 

教科 家庭 科目 生活デザイン 単位数 ２単位 年次 ２～４年次 

使用教科書 生活デザイン （実教出版） 

副教材等  無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 国際化、情報化、科学技術の発展、環境問題、少子高齢社会の到来など、社会の状況が大きく変化

する中で、あなたはどのような人生観、生活観、価値観をもって生きていこうと考えていますか。 

 この科目では、生活に関する知識や技術を身につける一方で、それらのもつ意味や在り方を人の一

生との関わりの中で考えていきます。また、生活者としての立場から実際の生活を見つめ、課題を発

見し、改善していけるような実践的な力を養うことを目的としています。知識や技術をしっかり身に

着けるとともに、自分の生活をより良いものにつくりかえていく楽しさを感じてください。そして、

「自分らしいライフスタイル」を探求し、より主体的に人生を送っていけるよう、学習に取り組んで

ください。 

 

２ 学習の到達目標 

・人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族・家庭の意義、家族、子ども、そして社会との関わりに

ついて理解させる。 

・生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し、家庭生活の充実向上をはかる力と実践的な

態度を育てる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

人とのかかわり、衣

食住などの生活、経

済的な観点におい

て、自立した生活に

向けて、意欲的に学

習にとりくもうとし

ている。 

 

自分や家族・家庭、

地域の生活にかかわ

る課題を見つけ、課

題解決のため思考を

深めて、工夫したり

創造したりし、自分

の考えをまとめ、判

断できる。 

自分・家庭や地域社

会の生活に関する課

題を解決するため、

必要な基礎的・基本

的な技術を身につけ

ることができる。 

自分や家族・家庭，

地域社会の役割を理

解し，生活の充実向

上にむけて必要な基

礎的・基本的な知識

を身につけている。 

評価 

方法 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

自
分
ら
し
い
生
き
方
と
家
族 

○生活デ

ザインの

学び方 

○自分を

見つめる 

○自立し

た生き方 

○共に生

きる家族 

 

・学習の意義

や内容、学

習、評価方法 

・自己を知る 

・生涯発達の

視点 

・青年期をど

う生きるか 

・将来の生活

を展望する 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 結婚、家族・家庭の形、家族・

家庭の役割について、自分とど

うかかわっているのか、興味・

関心をもとうとしている。 

b: 人生の各ライフステージの特

徴と課題について知り、少子高

齢社会、男女共同参画社会など

の社会状況を考えながら、自分

の生活や将来について考えを深

め、発表などを通じて考えを表

現することができる。 

c: 自分自身について考えるワー

クシートや将来についてのレポ

ートなどを通して、自分や、人

の一生についての考えをまとめ

ることができる。 

d: 自分自身や現在の社会状況を

客観的に知り、将来を見通した

人生設計への課題をみつけるこ

とができる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

子
ど
も
と
か
か
わ
る 

○親にな

ることを

考えよう 

○すこや

かに育つ

環境 

・子どもの発

達と子ども

をとりまく

環境とのか

かわり 

・青年期の健

康管理の重

要性 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: ・子どもをとりまく状況につ

いて、現状を知り、その課題を

見つけ、解決に向けて考えよう

としている。生命の尊さについ

て、自分の現在、将来と結びつ

けながら、学習しようとする意

欲がある。 

b: 子どもの心身の発達、現在の

子どもを取り巻く状況や子育て

の環境について、課題を見つけ、

解決への考えをまとめることが

できる 

c: 子どもの生活やとりまく環

境、また、現在の子育ての環境

や地域社会や国の支援策や課題

などについて、情報を収集し、

まとめることができる。 

d: 生命の尊さ、子育ての意義に

ついて理解することができる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・定期考査 

 

食
生
活
を
つ
く
る 

○私たち

の食生活 

○栄養と

食品のか

かわり 

○食品の

計画と調

理 

・食生活の問

題点 

・栄養素の種

類と働き 

・食事摂取基

準、食品群別

摂取量食事

計画（献立作

成）、調理の

基礎技術 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 自分自身の食生活について関

心をもつとともに、自分や家族

の食生活について意欲的に改

善・向上に努めようとする。調

理実習においては、積極的に参

加し、とりくもうとしている。 

b: 自身の食生活や現在の食生の

課題を発見し、課題解決のため

に思考し、解決にむけての判断

ができる。 

c: 調理実習を通して、日常の食

事づくりに必要な調理技術を身

につけ、献立作成から後かたづ

けまでの一連の流れを計画し実

践できる。 

d: 栄養・食品に関する科学的な

知識や調理の技術を身につけ、

それを実際の食生活に生かすこ

とができる。 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

後 

期 

食
生
活
を
つ
く
る 

○栄養と

食品のか

かわり 

○食品の

選び方と

安全 

○食品の

計画と調

理 

○これか

らの食生

活を考え

る 

・栄養素の種

類と働き 

・食事摂取基

準、食品群別

摂取量食事

計画（献立作

成）、調理の

基礎技術 

・食品衛生

（食品の選

択、食中毒、

食品添加物） 

・食品の自給

率や食に関

する環境 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって、

知識を深めようとしている。 

調理実習においては、積極的に

参加し、とりくもうとしている。 

b: 現在の日本の食生活において

の課題について調査などから発

見し、解決の方法について、自

分の考えをまとめることができ

る。 

c: 栄養・食品・調理に関する基

礎的な知識を生かしながら、献

立を作成することができる。 

d: 食事の意義や役割、食生活を

とりまく環境などについて、現

代の食生活の課題が理解でき

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・定期考査 

衣
生
活
を
つ
く
る 

○衣服の

管理 

○衣服を

つくろう 

・計画的な衣

生活を送ろ

う 

・簡単な衣服

の製作 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 自分の衣生活をとりまく状況

について関心をもち、衣生活の

改善・向上に積極的にとりくも

うとする。 

基礎縫い実習や、衣服調査など

において、積極的にとりくもう

とする。 

b: 現在の衣生活をとりまく状況

について、自分の衣生活を振り

返りながら、課題を導き出すこ

とができる。 

c: 材料の選択、日常の衣服管理

の方法を習得するとともに、基

礎縫いなどの縫製技術を身につ

け、日常着の管理ができる。 

d: 衣類の購入から廃棄まで、計

画的な衣生活を営む知識を身に

つけている。 

※表中の観点について a：関心・意欲・態度      b：思考・判断・表現 

           c：技能            d：知識・理解 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いも

のから、◎、○、空欄として示している。 

 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

令和 2年度 家庭科 

教科 （専）家庭 科目 課題研究 単位数 ２単位 年次 ４年次 

使用教科書 なし 

副教材等  自作教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生活産業の各分野に関する課題について、生徒自信が課題を発見するように指導を工夫し、自由な発

想で課題を設定していきます。 

課題の解決を図る学習については、課題解決の方策を検討し、学習計画を立てて自主的に実践する学

習活動を重視します。 

専門的な知識と技術の定着を図り、実際の場面で応用発展し、変化の激しい社会において問題解決の

能力や自発的な学習態度を育んでいく科目です。 

 

２ 学習の到達目標 

生活産業の各分野に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術

の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

各自の研究課題につ

いて、関心をもち、

生活の充実・向上を

めざして意欲的にと

りくむ。 

各自の研究課題に関

して、自分の考えを

まとめ、目的に応じ

てどのような発表方

法・表現方法が適当

かを判断する力を身

につけている。 

各自の研究課題に関

し、計画に従って能

率的に課題研究や発

表を行うことができ

る技能を身につけて

いる。 

各自野研究課題に関

し、理論・技術につ

いて理解し、わかり

やすい研究発表にす

るために必要な知識

を身につけている。 

評価 

方法 

学習状況の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表

内容 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表

内容 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表

内容 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表

内容 

相互評価・自己評価

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

 

４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

課
題
設
定 

○研究課

題の設定 

○研究課

題の明確

化 

・学習を深め

たい分野、内

容を決定し、

研究課題を

設定する。 

・資料の収集

方法、プレゼ

ンテーショ

ンの方法な

どを理解す

る。 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 「家庭総合」、家庭に関する専

門科目での学習を自身の生活に

関連付け、関心をもち、それら

についての基本的な知識の習得

に意欲的にとりくむとともに、

実際の研究発表に結びつけて考

えようとする態度をもってい

る。 

b:適切な資料の収集方法、プレゼ

ンテーションの方法を判断する

力を身につけている。 

c:課題の研究に必要な表現方法

を身に付けている。 

d:自身の研究課題について適切

な研究方法を理解している。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・レポート 

 

研
究
計
画
作
成 

○実践内

容の明確

化 

○研究計

画の作成 

・実践内容を

明確にし、研

究計画を作

成する 

・課題解決の

ための実践

活動を計画

する 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:研究課題について関心をもち、

実際の生活と関連させ、知識の

取得や理解に意欲的にとりくむ

態度をもっている。 

b: 具体的な発表を想定しなが

ら、それに応じた発表方法等に

ついて考え、選択し、判断する

ことができる。 

c::研究発表に向けた計画を作成

することが出来る。 

d: 自身の研究内容や特徴、発表

方法などについて基本的知識が

あり、発表計画についても理解

している。 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

後 

期 

研
究
実
践 

○実践活

動 

・実験、製作

などに取り

組む 

・実践活動を

記録し、整理

する 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:ものづくり、人との関わりなど

を意識した実践活動に意欲的に

取り組もうとしている。 

b:発表に向けて、課題を見出し、

その解決を目指して考え、表現

している。 

c:事例研究などを通して、実践活

動のあり方について検討する技

術を身に付けている。 

d:わかりやすい発表に向けて必

要な材料や資料の収集、発表方

法などについて理解している。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・レポート 

 

研
究
の
ま
と
め 

○プレゼ

ンテーシ

ョン原稿

の作成 

○発表の

準備 

・研究実践の

記録をもと

に、プレゼン

テーション

の設計をす

る。 

・ 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:研究実践の記録をもとにわか

りやすい発表に向けてプレゼン

テーションの設計に意欲的に取

り組もうとしている。 

b:実践を通して気づいたこと、わ

かったこと、できるようになっ

たことを明確にして表現してい

る。 

c:実践を通して気づいたこと等

をわかりやすく表現する技術を

身に付けている。 

d:研究実践を通して、必要な情報

をまとめ、プレゼンテーション

原稿に必要な内容を理解してい

る。 

研
究
発
表 

○クラス

内での発

表 

 

・冊子の原稿

を作成する 

・研究したこ

とを発表す

る 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:自身の発表だけでなく、他の人

の発表にも関心を持ち、意欲的

に発表を聞く態度が見られる。 

b:自身の発表や人の発表から課

題を見出し、その解決を目指し

て考え、表現できる。 

c:発表を通して、相手にわかりや

すい発表方法や資料の作成など

の技能を身に付けている。 

d:発表内容について理解し、毎日

の生活にかかわる課題を認識し

ている。 

※表中の観点について a：関心・意欲・態度      b：思考・判断・表現 

           c：技能            d：知識・理解 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いも

のから、◎、○、空欄として示している。 

 

 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

令和 2年度 家庭科 

教科 （専）家庭 科目 フードデザイン（通信） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 フードデザイン （実教出版） 

副教材等  無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

食生活は自己管理であることを認識し、授業で身につけた知識を日常生活に生かし、望ましい食生活

へと改善できるようにしましょう。 

作るところから、食べるところまでを総合的にとらえて計画・実践できる能力とじっせんてきな態度

を身につけるように努力しましょう。 

生活者としての立場から、食の文化的な意味を踏まえて、精神的な満足を得るための食事を重視でき

るようにしましょう。 

レポート課題は、遅れることの無いように期日までに必ず提出してください。 

調理実習では、衛生上エプロン・三角巾を必ず着用し、爪も短く切っておきましょう。 

特に実習では、教員からの注意や指示に従い、ケガをしないようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・栄養素の種類とはたらきについて理解し、それらの消化吸収過程を把握する。                                                              

・栄養バランスのよい食事計画が作成でき、それらを調理するための知識と技術を養う。                                                    

・年齢別、性別での食事摂取基準の違いを理解して、家族の食事計画が作成できる。                                                                                                                              

・年中行事における食事を理解し、日本の伝統食についての知識と技術を習得し、後世へ伝承できる

ようにする。                          

・日本の食生活の現状と課題を把握し、食事作りの喜びや集団での食事の楽しみを知る。                                                             

・輸入食品によって支えられている食糧事情を理解し、食物を大切にする心を養う。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

食の役割に関心を持

ち、作ることから食

べるところまでを総

合的にとらえて計画

する意欲と実践的な

態度を身につけよう

とする。 

自分自身の食生活

や、食環境が大きく

変化している現状に

課題を見つけ、思考

を深める。また、考

えをまとめて判断が

できる。 

調理、テーブルコー

ディネートなどに関

する技術を習得する

ことができる。 

食事の意義と役割に

ついて理解するとと

もに、豊かな食事を

構成する要素として

栄養、食品、料理様

式と献立、調理、テ

ーブルコーディネー

トなどに関する知識

を習得することがで

きる。 



大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

評価 

方法 

学習状況の観察 

出席、実習中の態度 

ワークプリントの記述 

調理計画、実習記録

表、レポート 

 

 

学習状況の観察 

出席、実習中の態度 

ワークプリントの記述 

調理計画、実習記録

表、レポート、 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

調理計画、実習記録

表、レポート、定期

考査の結果 

ワークプリントの記述 

調理計画、実習記録

表、レポート、 

定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

栄
養
素
の
は
た
ら
き
と
食
事
計
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

○からだ

のしくみ

と食べ物 

○炭水化

物 

○脂質 

○たんぱ

く質 

○ビタミ

ン 

○ミネラ

ル 

○水・そ

の他の物

質 

○消化と

吸収 

・各種栄養素

の特徴と体

内でのはた

らき 

・各種栄養素

の体内での

消化・吸収の

過程 

・おいしさに

関わる要素 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a: 各種栄養素の種類とはたら

き、栄養素の消化のしくみに関

心を持とうとしている。 

ライフステージごとの栄養の特

徴を知り、各ライフステージに

応じた食生活に関心を持とうと

している。 

b: からだの中でそれぞれの栄養

素がどのようなはたらきをして

いるのかを考え、各ライフステ

ージに応じた食生活について判

断することができる。  

c: 食生活の現状とも関わらせ

ながら、「日本人の食事摂取基

準」や「食品群別摂取量のめや

す」など活用し、ライフステー

ジに応じた食事計画にいかす

ことができる。 

d: 各栄養素の種類とはたらきに

ついての知識を習得することが

できる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 
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調
理
の
基
本 

○調理と

おいしさ 

○調理操

作 

○調味操

作 

・おいしさに

関わる要素 

・調理の基礎 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:調理の目的について、安全性、

栄養、嗜好、心身の健康などの

面から関心を持ち、学ぼうとす

る意欲が感じられる。 

b: 食物のおいしさは、味・香・

色・テクスチャー・温度などと

関わっており、調味、加熱やそ

の他の調理操作が料理のできあ

がりに与える影響について思考

を深めることができる。 

c: 調味、加熱やその他の調理操

作が、料理のできあがりに大き

く影響することを実験を通して

観察し、考察することができる。 

日常食、行事食、供応食などの

調理に必要な調理技術の基礎を

身につけることができる。 

d: 日常食、行事食、供応食など

の調理に必要な基礎知識を習得

することができる。 

主な加熱操作と非加熱操作につ

いて、食品の調理性や栄養的特

徴などとかかわらせて理解でき

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 

後 

期 

 

食
品
の
特
徴
・
表
示
・
安
全 

○食品の

特徴と性

質                          

○食品の

生産と流

通 

○食品の

選択と表

示 

○食品の

衛生と安

全 

・栄養的特

徴、調理上の

性質や加工

品 

・様々な食品

について、そ

れぞれの特

徴を把握す

る 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a: 食品の特徴や、調理操作によ

って変化する食品の成分に関心

を持とうとしている。 

b: 輸入食品や様々な加工食品な

ど多種多様な食品の中から、目

的に応じて適切な選択ができ

る。 

c: 食品の特徴、調理上の性質及

び調理による成分の変化を実験

を通して観察し、考察すること

ができる。 

d: 食品の特徴、調理上の性質及

び調理による成分の変化につい

ての知識を習得することができ

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 
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○
料
理
様
式
と
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

 
 

○料理様

式と献立 

○テーブ

ルコーデ

ィネー 

・和風、洋風、

中国風等そ

れぞれの様

式に応じた

食卓構成と

作法   

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 日本料理、西洋料理、中国料

理など代表的な料理様式につい

て、それぞれの特徴に関心を持

とうとしている。 

季節や行事、食事の目的などに

応じて食卓を演出しようとする

意欲・関心が感じられる。 

b: 食器・盛りつけ・テーブルク

ロス・照明などについて、目的

に応じた適切な選択ができる。 

c: 様式別の食卓構成や食卓作

法、供応に伴うマナーを身につ

けることができる。 

食器・盛りつけ・テーブルクロ

ス・照明などについて適切な取

り扱いができる。 

目的に応じたテーブルコーディ

ネートができる。 

d: 日本料理、西洋料理、中国料

理など代表的な料理様式につい

て、それぞれの特徴や献立構成

を理解できる。 

食事を心豊かにおいしく食べる

ためには、季節や行事、食事の

目的などに応じて食卓を演出す

る必要があることを理解でき

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 

※表中の観点について a：関心・意欲・態度      b：思考・判断・表現 

           c：技能            d：知識・理解 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いも

のから、◎、○、空欄として示している。 
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